
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本日の集会】 

◇礼拝前祈祷会 10:00         於一階集会室 

◇会堂清掃 礼拝後 

 

【今週の集会】 

◇聖書を学び祈る会 8月 27 日(水)昼 1:30、夕 7:00 

サムエル記下 9章 1～13 節 

※オルガニストが複数、与えられるように祈りまし

ょう。 

※闘病生活をしている方々を覚えて祈りましょう。 

 

【諸報告】 

1．教会暦では 6月 15 日(日)から三位一体主日で、

11 月 30 日のアドヴェントまで続きます。  

 

【中会・大会、その他】 

1.9 月 8～9 日(月・火)地区教職者会 

2.9 月 15～16 日(月・火)中会伝道協議会 

3.9 月 27 日～28 日(土・日)中会伝道局問安  

問安使森下一彦(中会議長、発寒教会牧師) 

9 月 27 日(土)午後 3時、委員会との懇談。 

9 月 28 日(日)主日礼拝後、教会員との懇談。 

 

 

◇美瑛伝道所◇ 

本日:主日礼拝 24 日(日)15:00 在室日 28 日(木) 

先週:主日礼拝日 17日(日)男 2女 0計 2名 

在室日 21日(木)休会 

※9月 2日(火)嵯城家記念会 

 

 

 

 

 

【先週の集会】 

主日礼拝 17 日(日)男 2女 6計 8 名 

聖書を学び祈る会20 日(水)昼男 2 女 0 計 2 名夕男 1女 1 計 2 名 

読書会 21日(木)男１女 2計 3名 

【先週の説教要旨】 

女が見ると、その木はいかにもおしそうで、目を引き

付け、賢くなるように唆していた。女は実を取って食

べ、一緒にいた男にも渡したので、彼も食べた。 

 (旧約聖書創世記 3 章 6 節) 

◆創世記 3章 1～7 節を読みました。この記事は、ダ

ビデ王朝時代に書かれた歴史書の一部で、人は、どう

して罪をおかすのか、この世界に何故悪があるのか、

そういった問題について当時知られていた神話を素材

にして、応えようとしています。こうした問題は、今

日のわたしたちも考えることです。◆聖書はまず蛇に

ついて語ります。蛇は、「主なる神が造られた野の生き

物」の一つです。ですから世界中にある蛇神信仰とは

違って、蛇は単なる被造物であり、神の支配の下にい

ます。しかしまた蛇は「野の生き物のうちで最も賢い」

ものとされています。その賢さは、他の野の生き物と

違って人間と話が出来るという点にあります。人間は

「神のかたち」であり、神と言葉による交わりに生き

ていますが、蛇はそのようなことはできません。しか

し人間と話すことは出来るのです。◆そこで蛇と人間

が話ができるとは、両者ともに「土の塵」から造られ

たという共通点があるためです。もしも神が「土の塵」

から創造なさらないなら、「土の塵」は「土の塵」のま

まです。またもしも今、神の創造がないないなら、人

も野の生き物も「土の塵」に向かって分解していきま

す。ですから蛇の賢さとは、そのような「土の塵」の

賢さであり、神の創造の御業に逆行する賢さなのです。

それは絵空事ではなく、実際、わたしたちも様々な事

情で傷つき、健やかな自尊感情を奪われ、生きる意欲

を失うとき、死にたくなるという辛い経験をします。

それにもかかわらずわたしたちが生きているのは、神

の創造の御業によって保たれ支えられているからです。

◆蛇の狙いは、そのような神との交わりから人間を引

き離すことにあります。そのため蛇は、善悪を知る木

の実を食べても死なず、神のように善悪を知る者とな

るといって誘惑しました。女も男もその誘惑にのって

木の実を食べました。神のように善悪を知る者となる

ことを望み、実際に神との交わりを投げ捨ててしまっ

たのです。この高慢が原罪なのです。◆アダムと女は

神の祝福と保護を失ったので、裸であるというのです。 

三位一体主日 

主日礼拝 

司式／説教小野寺泉牧師 

杉山綾子委員 

【招き】 

前    奏(讃美歌 245・1節) 

招   詞 詩編 121 編 1～8 節 

讃 美 歌6番                 起立 

罪の告白と赦し 詩編32編          起立 

讃 美 歌352番                           起立 

【み言葉】 

聖   書  

出エジプト記 20 章 1～21 節(旧約 p.126) 

12 章 9～14 節 新約.21) 

祈    り 

讃 美 歌206番                           起立 

説   教「時を刻んで生かす神」 

祈  り 

讃 美 歌461番                           起立 

【感謝】 

信仰告白 日本キリスト教会信仰の告白 

献  金           田畑有希子委員 

主 の 祈 

頌    栄 24 番                           起立 

【派遣】 

派  遣  

祝  福(讃美歌 40・6)  

後  奏(讃美歌Ⅱ259)          着席 

 

◇報告杉山綾子委員    ◇受付宮川美加委員 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

◆聖書 出エジプト記 20 章 1～21 節 

    マタイによる福音書 22 章 34～40 節 

◆説教「健やかな交わりに導く神」 

◆



平和を求める祈り 

 

 

 

 

平和の器 

 

主よ、わたしをあなたの平和の器とし、 

憎しみしかないところに 

愛の種子をまかせてください。 

 

痛みしかないところに 赦しを 

疑いしかないところに、信仰を 

絶望しかないところに、希望を 

暗黒しかないところに、光を 

また、悲しみしかないところに、喜びを、 

どうか、みなぎらせてください。 

 

慰められることを願うのではなく、 

慰める者となりますように。 

理解されることではなく、 

理解することを 

愛されるのではなく、愛することを 

心から求める者になりますように。 

 

わたしたちは与えることにおいて、 

受けるのです。 

赦すときに、自らも赦されるのです。 

そして死において、 

永遠の命に目覚めるのです。 
 

―アッシジのフランチェスコ(1181 年～1226 年)の祈り 

 

 

 

 

 

 

主の祈り 

 

天にましますわれらの父よ 

願わくは、み名をあがめさせたまえ。 

み国を来たらせたまえ。 

みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯す者を、我らが赦すごとく、 

我らの罪をも赦したまえ。 

我らをこころみに遭わせず、 

悪より救い出したまえ。 

国と力と栄えとは、限りなく汝のものなればなり。 

アーメン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期集会のご案内 

主  日   礼  拝：毎週日曜日午前 10 時 30 分 

聖書を学び祈る会 

昼の部：毎週水曜日 午後１時 30分 

夕の部：毎週水曜日 午後７時 

読書会：随時(週報に案内を掲載します) 

※前列からつめてお座りください。 

※起立が困難な方は、体調にふさわしい姿勢で礼拝

に参加してください。 

日本キリスト教会富良野伝道所 

週    報 
年間主題 

「主イエスに希望をおいて生きる群れ」 

主題聖句 

「天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びない。」

―マルコによる福音書 13章 31 節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝道開始１９１７年 

 

 

 

 

 

伝道教会建設１９５２年４月１７日 

伝道所建設 2005 年 3 月 21 日 

〒076-0024 北海道富良野市幸町５－６ 

Tel・Fax 0167-22-4527、090・8215・3971 

教会ホームページ,   QR コード 

https://io520jcf.wixsite.com/--hp  

Email io520jcf@khaki.plala.or.jp 

Email estr0413g76bap@ezweb.ne.jp 

教会口座番号(振込用紙の場合)19760‐108531 

店名九七八 店番 978 普通預金口座番号 0010853 

牧師 小野寺泉 

mailto:io520jcf@khaki.plala.or.jp
mailto:estr0413g76bap@ezweb.ne.jp

